


周産期において、母体の特発性血小板減少性紫斑病(idiopathic thrombocytopenic

purpura;ITP)は希な疾患ではない。ITP 合併妊娠では、母体出血の危険性に加えて、流早

産、子宮内胎児発育遅延、子宮内胎児死亡などにより、周産期死亡率は 20%に達するとも

いわれている。母体・胎児の血小板数によって、帝王切開術とするか経膣分娩かという分

娩様式の選択が迫られる。さらに、新生児頭蓋内出血の原因となる胎児血小板減少症

(passive immune thrombocytopenia;PIT)の発症の予知・予防も重要な問題となる。


